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学期も終了いたします。保護者の皆様の学

校の活動に対するご理解とご協力に感謝

いたします。３学期もどうぞよろしくお願いいた

します。12 月の全校朝会で話したことと２学期

終業式で生徒に話すことについてお伝えします。 

石神井小学校 70 周年記念式典につい

て 

11 月 30 日（土）に上石神井小学校の 70 周

年記念式典が盛大に行われました。私も来賓と

して参加しました。記念式典では６年生が 70周

年の歴史を振り返る劇や歌を行い、とても良か

ったです。上中体育館での祝賀会では、上石神

井お囃子連中によるお囃子の披露があり、上中

生の出演もあり、立派にその役を務めていまし

た。直接ではないにせよ、上中生が会場の準備

や片付けで 70 周年のお祝いに関われたことは、

とても意味のあることだと思います。 

前日の 11 月 29 日（金）の夜に、地域の方が

体育館に集まり、テーブルのセッティングや装飾

を行いました。体育館一杯に何十名という地域

の方が準備を行っていました。尋ねたところ、特

に出席を確認したわけではなく、呼びかけたと

ころ、これだけの人数が集まったということでし

た。地域のたくさんの方に学校が愛されている

ことを実感しました。同時に上中生も地域の方

に大事に思われていることを知ることができま

した。 

祝賀会の席で上小の副校長先生とお話しした

時に、先月行った「あいさつ運動」について感謝

をされました。あいさつ運動を行ってから、小学

生のあいさつが元気よくなったということでし

た。「あいさつ運動」を、上中で行う日と上小で

行う日に分けていましたが、上中で行った日も

上中生とあいさつをしたい児童がいましたとい

うことも聞きました。上中生の取組が上小の児

童によい影響を与えているのはとても嬉しいこ

とです。改めて生徒の皆さんに感謝です。今後

も上小との連携をしっかりと行って行きたいと

思います。 

ＮＳについて 

日常生活の中でＳＮＳを使うことは、もはや

当たり前になっているかもしれません。友達とつ

ながったり、情報を共有したり、楽しむための大

切なツールです。ただし、ＳＮＳには楽しい面だけ

でなく、危険やトラブルも潜んでいることを知っ

ていると思います。ＳＮＳの間違った使用で、加

害者にも被害者にもなります。中学生が加害者

として報道されたものがありました。 

11 月に中学３年の 14歳の女子生徒が、自宅

のパソコンから、池袋の乗用車暴走事故で妻子

を亡くした「関東交通犯罪遺族の会」副代表理

事に脅迫メールを送り、警察に書類送検されま

した。今年３月には兵庫県の中学３年の男子生

徒が、特定の弁護士を名指しし、脅迫メール

9,000 通を都内の中学校などに送ったとして、

書類送検されています。 

２つの件とも悩みやストレスを動機として挙げ

ていました。たとえ悩みやストレスを抱えていた

としても、その辛さから逃れるために、他者を傷

つけていいことにはなりません。相手に面と向

かって言えない言葉は、ネット上でも使うべきで

はありません。 
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校 長  平 野  茂 

12 月の色：クラウド 

「２学期のご協力に感謝いたします」 
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全国の小中高校を対象にした国の調査では、

ネットを使ったいじめの件数が昨年度は 2 万

4,000 件を超えています。スマートフォンやＳＮ

Ｓの利用が小中高生に広がり、教員も含めて大

人が知らないところでいじめが陰湿化すること

も珍しくありません。ＳＮＳは手軽にメッセージの

やり取りができる反面、使い方によっては相手

を傷つける道具にもなります。その危険を自分

のこととして十分に理解できていないのではと

心配しています。 

オーストラリアでは、いじめなどを防ぎ、子供

たちを守るために、16 歳未満のＳＮＳ利用を禁

じる法案が議会で可決されました。他の国や地

域でも同じようなことが話し合われています。ネ

ット上でも自分がされて嫌なことは、他人にして

はいけないという、基本的でとても大事な事を

忘れないでほしいと思います。 

改めてＳＮＳを使うに当たっての注意を５点、

お話しします。これだけ言われているのに、なぜ

トラブルがなくらないかよく考えてください。 

1. 情報を慎重に共有する 

ＳＮＳに投稿する前に、他人に見られたときの

リスクを考えましょう。「この写真や情報を全く

知らない人に見られても大丈夫か？」と自問す

る習慣を付けてください。軽い気持ちで、面白

いから、相手に仕返しをしたいからなど、どのよ

うな理由があっても、相手を傷つける投稿は許

されません。 

2. 知らない人とのやりとりに注意する 

ＳＮＳ上では、誰が本当の姿であるかを見抜く

ことは難しいです。親しい友達や家族以外の人

とのやりとりには慎重になりましょう。特に、知

らない人からのメッセージやフォローリクエスト

には答えないようにしてください。 

3. ネットいじめを見過ごさない 

ＳＮＳ上で友達が傷つけられているのを見た

ら、一緒になっていじめに加担せず、大人に相談

する勇気をもってください。ネット上のいじめを

止めることは、被害者を守るだけでなく、自分自

身を守ることにもつながります。 

4. ＳＮＳの使い方を見直す 

ＳＮＳを使う時間をコントロールすることも大

切です。ＳＮＳは楽しい反面、中毒性があります。

「いいね」をもらうことで得られる満足感を求め

て何度も投稿したり、常にＳＮＳをチェックしなけ

れば気が済まなくなったりすることがあります。

長い時間使っていたり、すぐに手にとって見た

り、自分で使用をコントロールできなくなってい

たら、自分で気付いていなくても依存症状が出

始めているかもしれません。ＳＮＳの依存症状は

皆さんの生活に悪影響を及ぼします。練馬区Ｓ

ＮＳルールや上中ＳＮＳルールをもう一度見てく

ださい。学校のホームページ上にいつでも見ら

れるように載せてあります。 

5. 困ったときは相談する 

もしＳＮＳで嫌な思いをしたり、トラブルに巻

き込まれたり、なかなか止めることができなかっ

たりなどした場合は、一人で抱え込まず、家族や

先生に相談してください。きっと解決の糸口が

見つかるはずです。 

後に、繰り返しになりますが、冬休みを迎

えるにあたり、心配事や悩みがある人は

一人で抱え込まず、友達や先生、家族に相談し

てください。学校のホームページや配付された

冬休みのしおりにも、役立つ情報が掲載されて

いますので、ぜひ活用してください。 

それでは、皆さんが良い年を迎え、3 学期も

元気に登校してくれることを楽しみにしていま

す。冬休みは健康に気を付け、充実した時間を

過ごしてください。 

 

保護者の皆様、よいお年をお迎えください。 

（校長 平野 茂） 

 

最 
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冬季休業中の教育相談窓口に
ついて 
冬季休業中も夏季休業中と同じように、

教育相談についての相談先をお知らせい

たします。必要な際にはご相談ください。 

多くの相談窓口があります。本校のホー

ムページの「困ったときは…」をご覧くださ

い。練馬区、東京都、文部科学省などが運

営している相談先を紹介しています。 

 また、本校でも冬季休業中に緊急連絡用

として、Google フォームを活用した相談

窓口を開設します。相談内容を見て、必要

に応じて教員が電話連絡等をいたします。 

 

 

 

 

 

冬季休業中の緊急時の連絡に
ついて 
冬季休業中の平日 8:15～16:45 は学

校にお電話いただければ連絡がつきます。

土・日・祝の緊急連絡は、内容に応じて警

察等の外部機関への連絡をお願いします。

学校へは改めて冬季休業中の平日の受付

時間内にご連絡ください。併せて上記緊

急連絡用 Google フォームの相談窓口も

ご活用ください。 

また、学校からは必要に応じてホームペ

ージを通じての連絡や、緊急配信メールを

活用しての連絡もいたします。 

 

令和 6 年度後期学校に関する
保護者アンケート回答のお願い 
 12月2日に配付し、お願いしております

アンケートについてです。12月 19日現在

で１３９名の方から回答をいただいており、

回答率は38.4%です。未だご回答いただ

いてなければ 12 月末日まで受け付けを

延長しておりますので、ご回答をお願いい

たします。 

回答時間にかかる時間は自由記述等に

より変わりますが、目安として５分～15分

程度です。いただいたご回答やご意見を

今後の本校の教育活動の参考とし、活か

してまいります。よろしくお願いいたしま

す。 

 

冬季休業中の安全に十分お気
を付けください 
 長期休業日は、学校生活では得られない

様々な体験ができる機会ですので、ぜひ、

貴重な体験をしてほしいと思います。冬休

みのしおりをお子様と一緒にお読みいた

だき、冬季休業中の過ごし方について、次

の 3 点を踏まえてご家庭でもお話しくだ

さい。 

① 冬季休業日の意義を十分に理解し、

心身共に健康で安全に生活する。 

② 家族や社会の一員として、人権尊

重と規範を守る意識をもって生活

する。 

③ 希望と意欲をもって、冬季休業日

後の学校生活を迎えられるように

する。 

感染予防に努めることはもちろんです

が、思わぬトラブルが起こることもありま

す。お子様が出かける際には、交通安全の

遵守や金銭の注意などご指導ください。イ

ンターネット機器でのＳＮＳ等の使用につ

いて、練馬区ＳＮＳルール及び上中ＳＮＳル

ールなどを活用してお子様とご確認くだ

さい。どちらも本校のホームページに掲載

してあります。 

 

上石神井中 Google ﾌｫｰﾑ 

【QR コードをご活用ください】 
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表 彰 

子どもたちを健やかに育
てる運動推進カレンダー
原画 

優秀賞 豊田 結彩 

入選 
井上 そら 
清水 玲衣 
髙木日南子 

全国納税貯蓄組合連合会
及び国税庁「中学生の税
の作文」 

練馬租税

教育推進

協議会会

長賞 

田中 裕基 

全国納税貯蓄組合連合会
及び国税庁「中学生の税
の作文」 

練馬西納

税貯蓄組

合連合会

会長賞 

高橋 凛 

1 月（冬休み）行事予定 

1 水 元旦 

6 月 仕事始め 

7 火 成績一覧表審査会（3年） 

8 水 3学期始業式・特別時間割・職員会議 

9 木 校内書初展始 

11 土 土曜授業・百人一首大会 

12 日  

13 月 成人式 

15 水 私立推薦出願・専門委員会 

16 木 区生徒作品展始 

17 金 英語検定・連合ダンス 

19 日 区生徒作品展終 

20 月 生徒朝会・中央委員会 

22 水 
避難訓練・職員会議 
私立推薦試験日    

24 金 スキー移動教室(2)特別時間割 

25 土 スキー移動教室(2)・連合書き初め展 

26 日 
スキー移動教室(2)・連合書き初め展 
都立推薦受検日 

27 月 
振替休業日(2)・特別時間割 
都立推薦受検日 

28 火 振替休業日(2) 

29 水 ①⑤入れ替え 

31 金 都立推薦合格発表・校内書初展終 

各学年の取組 

【1年生】 

中学生が上石神井小学校の小学生に授

業を行う「リトルティーチャー」の準備を進め

てきました。事前の準備で小学校６年生の教

室を訪れた際、「机が小さい！」と言っていた

のが印象的でした。当日も、成長した先輩と

しての姿を見せられるといいなと思います。ま

た、先日小学生が中学校生活の様子を見に

来る「上中見学会」がありました。授業中、小

学生が教室に入ってくると、先輩としての様

子を見せようと一生懸命発言したり、活動し

たりしていました。後輩にかっこいい姿を見せ

ようという意識が芽生えたことが、頼もしかっ

たです。 

【2年生】 

校外学習の事後学習では CANVA を用い

て行い、班ごとに発表をしました。お互いの発

表を評価し、クラス代表を決めました。また、ス

キー移動教室のガイダンスがありました。ガイ

ダンスでは、必要な持ち物についても説明が

ありました。現地でレンタルするものもあります

が、スキー用の手袋や靴下など、自分で準備

するものもあります。先日の班決めでは、意見

を出し合いながら協力して進めることができ

ていました。スキー教室をとても楽しみにして

いる様子でした。 

冬休みはあっという間ですが、課題も出て

いますので、計画的に学習を進めましょう。 

【3年生】 

 来週に冬休みを控え、日増しに受験への緊

張や不安が募ってきます。しかし、何度も伝え

てきましたが「受験は全員で乗り越える！」。   

一人一人の取組において、心細くなった時

に背中を後押ししてくれるのは、一緒に頑張

ってきた仲間です。「全員が合格するまで全

員で応援する！」優しく思いやりがあるのが 3

年生です。お互いに励まし合っていきましょう。 

★ふ・く・つ・ぶ♥ 

3 年生の面接練習がまもなく終了します。受験用の面接練習も兼ねていますが、中学校卒業までに

校長・副校長面接という経験を積み、高校受験や卒業式に臨んでほしいとも思っています。面接練習

では、答える内容の準備をしてきている人や緊張して答えられなくなる人、「お願いします」という

ところで「すみません」という場面・・・。色々なことがありましたが、全員が自分の進路について

着実に歩みを進めていることがわかりました。面接の練習をしたい時にはいつでも受け付けていま

す。冬休みの時間を有効に使って、歩みを止めずに前進しましょう。また、３学期に会いましょう。 


